
瓦が 

斯す 

燈と
う 

ｓ
ｈ 

                             

  

   

 

                

 

  

 

    

                              

  

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ブ
ラ
ウ
ン
商

会
に
よ
っ
て
神
戸
の
居
留
地
に
瓦
斯
燈
が

設
置
さ
れ
、
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
の
街
灯
に
代

わ
っ
て
居
留
地
の
夜
を
照
ら
し
ま
し
た
。

蝋
燭
の
あ
か
り
に
慣
れ
て
い
た
当
時
の
日

本
人
に
と
っ
て
、
瓦
斯
燈
の
明
か
り
は
、

文
明
開
化
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
市
街

地
で
は
、
電
燈
が
普
及
し
始
め
ま
す
が
、

瓦
斯
燈
の
あ
っ
た
居
留
地
で
は
、
電
燈
の

普
及
が
遅
れ
ま
す
。
電
燈
へ
と
切
り
替
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
景
観
に
配
慮
し
て
、

電
線
は
地
下
へ
埋
め
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
伝
統
が
生
か
さ
れ
、
現
在
で
も
旧
居
留

地
内
に
は
電
柱
が
無
く
、
す
っ
き
り
と
し

た
市
街
地
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

電
燈
の
普
及
と
共
に
居
留
地
内
で
は
、

瓦
斯
燈
が
姿
を
消
し
ま
す
が
、
一
九
六
〇

年
代
ま
で
わ
ず
か
に
残
さ
れ
、
居
留
地
の

移
り
変
わ
り
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

開
港
百
年
を
記
念
し
て
旧
居
留
地
内
に
設

置
さ
れ
た
瓦
斯
燈
は
、
当
初
の
も
の
を
移

築
し
、
一
部
復
元
し
た
も
の
で
す
。
ロ
ン

ド
ン
の
タ
ー
ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
ア
ー
レ
ン

社
製
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
最
古
級
の
瓦

斯
燈
は
、
『
ガ
ス
燈
の
あ
る
街
・
旅
』
に

も
紹
介
さ
れ
、
相
楽
園
内
の
旧
ハ
ッ
サ
ム

邸
の
前
に
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

旧ハッサム邸の前庭に建つ２基の瓦斯燈 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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－新しく入った本－ 

し
ゅ
ん
す
い 

せ
ん
お
く
は
く
こ
か
ん

大
変
を
生
き
る
―
日
本
の
災
害
と
文
学 

小
山
鉄
郎
（
作
品
社
） 

共
同
通
信
社
の
記
者
で
あ
る
著
者
が
、

東
日
本
大
震
災
の
二
か
月
後
か
ら
一
年

間
、
新
聞
連
載
し
た
内
容
を
再
検
討
し

全
面
的
に
書
き
直
し
て
書
籍
化
し
た
。 

目
次
に
は
「
安
政
地
震
と
「
鯰
絵
」

―
出
久
根
達
郎
、
仮
名
垣
魯
文
」
「
谷

崎
潤
一
郎
『
細
雪
』
と
阪
神
大
水
害
、

そ
の
報
道
管
制
」
「
巨
大
地
震
を
阻
止

し
た
、
か
え
る
く
ん
の
「
ぼ
く
」
と

「
非
ぼ
く
」
―
村
上
春
樹
」
な
ど
二
十

七
の
項
目
が
並
び
、
古
代
・
中
世
か
ら

現
代
ま
で
の
自
然
災
害
を
描
い
た
文
学

作
品
と
災
害
の
姿
を
追
っ
て
い
る
。 

文
章
の
記
憶
は
、
読
者
の
心
に
深
い

印
象
を
残
し
、
知
識
と
し
て
の
情
報
以

外
に
、
災
害
時
に
助
け
と
な
る
何
か
を

喚
起
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

          

神
戸
七
福
神
め
ぐ
り 

神
戸
七
福
神
会 

編
（
朱
鷺
書
房
） 

神
戸
七
福
神
霊
場
は
神
戸
開
港
一
二

〇
年
を
記
念
し
開
創
さ
れ
た
。
「
神
戸

七
福
神
霊
場
案
内
」
で
は
、
豊
富
な
カ

ラ
ー
写
真
と
語
り
か
け
る
よ
う
な
文
章

で
各
社
寺
の
歴
史
や
祭
神
の
由
来
、
宮

司
住
職
た
ち
の
七
福
神
の
話
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
ま
る
で
社
寺
の
中
を
案
内
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
る
。 

「
神
戸
七
福
神
の
め
ぐ
り
方
」
で
は
、

周
辺
の
観
光
名
所
に
立
ち
寄
り
各
社
寺

を
巡
拝
す
る
プ
ラ
ン
を
紹
介
す
る
。
本

書
を
片
手
に
巡
っ
て
み
る
と
楽
し
い
。 

 

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
「
神
戸
な
ご
み
の
家
」

の
７
年
―
「
看
取
り
の
家
」
か
ら
「
と
も

暮
ら
し
の
家
」
に 

松
本
京
子
（
木
星
舎
） 

「
神
戸
な
ご
み
の
家
」
は
、
単
に
死

を
看
取
る
場
所
で
は
な
い
。
死
は
日
々

の
暮
ら
し
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
、

住
人
（
患
者
と
は
言
わ
な
い
）
が
こ
れ

ま
で
通
り
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
を

め
ざ
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
通
用
し
な
い
事
態
に
右
往
左
往
し
な

が
ら
も
、
住
人
の
伴
走
者
で
あ
り
応
援

団
で
あ
ろ
う
と
奮
闘
す
る
。 

人
生
の
最
期
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

迎
え
た
い
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て

み
た
く
な
る
。 

住
友
春
翠 

泉
屋
博
古
館
編
集
・
発
行 

住
友
家
の
第
十
五
代
当
主
と
し
て
、

住
友
財
閥
の
事
業
拡
大
と
近
代
化
を
導

い
た
春
翠
は
、
美
術
品
の
蒐
集
家
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
彼
の

生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
た
企
画
展
示

に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。 

一
部
で
は
、
明
治
期
に
蒐
集
さ
れ
た

洋
画
や
中
国
青
銅
器
と
と
も
に
、
そ
の

鑑
賞
の
場
で
あ
っ
た
須
磨
別
邸
の
様
子

が
、
二
部
で
は
、
大
正
期
に
建
て
ら
れ

た
茶
臼
山
本
邸
を
中
心
に
、
和
の
伝
統

美
で
あ
る
茶
道
具
や
日
本
画
の
数
々
が

紹
介
さ
れ
、
春
翠
の
美
意
識
の
有
り
様

と
、
そ
の
文
化
活
動
の
足
跡
を
辿
る
。 

 

ひ
ょ
う
ご
の
在
来
作
物
―
つ
な
が
っ
て
い

く
種
と
人 

ひ
ょ
う
ご
の
在
来
種
保
存
会

編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

在
来
作
物
と
は
、
農
家
が
自
家
採
種

し
、
連
綿
と
作
り
伝
え
て
き
た
農
作
物
。

希
少
と
な
っ
た
品
種
を
保
存
し
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る

の
が
ひ
ょ
う
ご
の
在
来
種
保
存
会
で
、

本
書
で
は
丹
波
黒
大
豆
は
も
ち
ろ
ん
、

ハ
リ
マ
王
に
ん
に
く
、
マ
チ
コ
ね
ぎ
な

ど
九
十
種
が
紹
介
さ
れ
る
。
由
来
や
歴

史
の
説
明
に
加
え
、
作
り
手
の
思
い
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
。
入
手
時
期
や
方

法
、
調
理
法
の
情
報
も
う
れ
し
い
。 

  

 

        

よ
み
が
え
っ
た
茅
葺
き
の
家 

い
る
か
設

計
集
団
編
（
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
ル
） 

神
戸
市
の
登
録
有
形
文
化
財
第
一
号

で
、
か
つ
て
の
田
園
風
景
の
面
影
を
今

も
残
す
茅
葺
き
の
家
。
く
ら
が
り
街
道

と
も
呼
ば
れ
た
北
区
の
旧
街
道
沿
い
に

建
つ
そ
の
民
家
が
、
高
速
道
路
の
建
設

に
と
も
な
い
、
壊
す
か
移
転
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
る
。 

本
書
は
茅
葺
き
の
家
の
持
ち
主
が
移

転
を
決
意
し
て
か
ら
、
移
築
・
再
生
す

る
ま
で
の
三
年
間
の
記
録
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
写
真
や
図
が
数
多
く
収

め
ら
れ
、
計
画
が
進
ん
で
い
く
過
程
が

視
覚
的
に
も
わ
か
り
や
す
い
。 

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
茅
葺

き
の
家
を
残
す
意
義
が
語
ら
れ
て
い
て
、

日
本
の
風
土
に
あ
っ
た
伝
統
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200186126&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200464836&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200190095&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200473332&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200186563&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200466757&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200187318&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200470812&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200191387&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200478119&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200191389&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200473479&type=CtlgBook


－新しく入った本－ 
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あ
さ
み 

ふたつちゃやむら 

は
は 

こ 

も
ち 

母
娘
餅 

後
藤
康
子
（
澪
標
） 

大
分
で
生
ま
れ
育
ち
、
神
戸
に
嫁
ぎ

四
十
年
近
く
に
な
る
著
者
が
、
故
郷
大

分
に
住
む
母
の
こ
と
、
家
族
と
の
思
い

出
、
そ
し
て
第
二
の
故
郷
神
戸
で
の
、

さ
り
げ
な
い
日
常
や
出
来
事
を
綴
っ
た

エ
ッ
セ
イ
。 

表
題
作
「
母
娘
餅
」
は
、
年
末
に
帰

省
し
、
母
と
共
に
餅
を
作
る
様
子
を
描

い
た
作
品
で
あ
る
。
老
い
を
感
じ
さ
せ

な
が
ら
も
、
久
し
ぶ
り
の
餅
つ
き
に
生

き
生
き
と
し
た
母
の
姿
や
、
思
い
起
こ

さ
れ
る
、
幼
い
こ
ろ
家
族
と
過
ご
し
た

年
の
瀬
の
暮
ら
し
が
語
ら
れ
る
。 

 

LIVE! LOVE! SING! 

―
生
き
て
愛
し
て

歌
う
こ
と
一
色
伸
幸
（
河
出
書
房
新
社
） 

東
日
本
大
震
災
の
後
、
福
島
か
ら
神

戸
に
避
難
し
て
き
た
女
子
高
生
の
朝
海
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
復
興
し
た

神
戸
の
街
に
複
雑
な
心
を
抱
い
て
い
た

と
き
、
突
然
、
か
つ
て
の
同
級
生
か
ら

連
絡
が
入
っ
た
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

友
達
が
集
ま
り
向
か
っ
た
先
は
、
あ
の

日
以
来
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
故
郷

福
島
。
懐
か
し
い
景
色
、
家
、
小
学
校

を
巡
り
、
思
い
出
を
掘
り
起
こ
す
旅
を

終
え
、
神
戸
に
戻
っ
た
主
人
公
が
、
過

去
を
乗
り
越
え
未
来
に
向
か
っ
て
歩
き

始
め
る
物
語
。 

 
 

           BE KOBE

―
震
災
か
ら
２
０
年
、
で
き
た
こ

と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と 

BE 
KOBE

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
編
（
ポ
プ
ラ
社
） 

タ
イ
ト
ル
のBE KOBE

は
、
震
災
二
十

年
を
機
に
作
ら
れ
た
市
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
。 

冒
頭
に
「BE 

KOBE
と
は
、
阪
神･

淡
路

大
震
災
以
降
に
、
神
戸
で
生
ま
れ
た
教

訓
や
知
恵
を
共
有
し
、
外
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
誇
り
を
持
ち
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
街
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
取
り
組
み
」
と
あ
る
。 

震
災
か
ら
二
十
年
が
経
ち
、
震
災
の

教
訓
は
標
語
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
漠
然

と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
伝
わ
ら
な
い
。

本
書
は
、
震
災
を
経
験
し
今
も
街
に
か

か
わ
り
続
け
る
十
組
十
三
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
集
で
、
一
人
一
人
の
言
葉
か
ら

切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
魅
力 

西
川

盛
雄
（
新
宿
書
房
） 

兵
庫
・
旅
の
便
利
帳 

―
歩
く
旅
を
楽
し
む 

 

柴
田
泰
典
（
風
詠
社
） 

                         

  

三
田
青
磁
小
皿
と
出
石
の
長
徳
利 

手
島

隼
人
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 

                

網屋 吉兵衛 あみや・きちべえ 

1968年に浄財で建てら

れた網屋吉兵衛顕彰碑

（新港第一突堤） 

網屋吉兵衛は、江戸後期、私財を投じて本格的な船たで場を神戸村字安永新

田、現在の新港第一突堤あたりに造りました。船たで場は、船底についた船虫

や貝殻を取り除き、腐食を防ぐため船底を燻す作業場です。 

二ツ茶屋村で生まれ、11歳で兵庫の荒物屋の丁稚になり、のちに呉服屋を営

みます。まだ少年のころ兵庫に船たで場を造ることを決心し、仕事が終わると

兵庫の浜へ行き、潮の干満や海底の様子などを調べていました。長きにわたり

研究を続け、嘉永７年（1854）69歳のとき、ついに念願がかない船たで場の工

事が始まり翌年の安政2年（1855）に完成をみます。その後も改良に努めます

が、事業による巨額の負債を抱え、生涯かけて造った 

船たで場を手放すことになります。 

文久3年（1863）将軍家茂が兵庫を視察した際、謁

見した吉兵衛が神戸は開港場として適地であると進言

したと言われています。船たで場は勝海舟の海軍操練

所に組み入れられ、その後、神戸港の東運上所の舟入

場となり活用されました。神戸築港の第一歩は吉兵衛

の小さな船たで場であったと言えます。 

参考：『開港三十年史』（開港三十年記念会1898） 

『兵庫県人』黒部享著（新人物往来社1976）他

 

 その⑦ 
天保5年（1785年）～明治2年（1869年） 

神戸  その⑦ 
あんな人こんな人 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200187640&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200466340&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200187829&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200467209&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200185621&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200466567&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200191346&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200475583&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200189842&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200471962&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200191261&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200471225&type=CtlgBook
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は
し
う
ど
む
ら 

ふ

た

つ

ち

ゃ

や 

『武庫連山海陸古覧』海から見た開港前の兵庫津（左）と神戸（右） 

貴重資料デジタルアーカイブズより 

は
し
う
ど
じ
ん
じ
ゃ

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
83 

 
神
戸
開
港
前
夜 

 

平
成
二
十
九
年(
二
〇
一
七)

神
戸
港
は

開
港
一
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
一
五
〇
年

前
と
い
え
ば
、
時
代
は
幕
末
、
そ
の
頃
の

神
戸
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
開
港
以
前
の
神
戸
浦
に

つ
い
て
、
明
治
三
十
一
年(

一
八
九
八)

に

出
版
さ
れ
た
『
神
戸
開
港
三
十
年
史
』
に

は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
兵
庫
の
市
街(

兵
庫
津
、
現
在
の
兵

庫
区
の
湾
岸
あ
た
り)

を
離
れ[

中
略]

更

に
東
に
行
く
と
、
走
水
村
で
民
家
が
百
四

十
数
戸
。
更
に
進
む
と
二
ツ
茶
屋
で
、
民

家
は
三
百
も
な
い
。
こ
れ
よ
り
東
が
神
戸

村
で
、
前
の
二
つ
の
村
に
比
べ
る
と
大
き

な
村
だ
が
、
五
百
戸
を
越
え
る
数
で
は
な

い
。
こ
の
三
村
は
兵
庫
と
同
じ
く
天
領

だ
っ
た
。
三
村
の
中
央
を
西
国
街
道(

今

の
元
町
通)

が
通
っ
て
お
り
、
家
々
が
軒

を
連
ね
て
い
る
。
粗
略
な
家
屋
が
多
く
、

二
階
の
あ
る
家
は
少
な
い
。(

意
訳)

」 

隣
の
兵
庫
が
幕
末
の
頃
に
は
人
口
が
二

万
近
い
大
き
な
町
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ

る
と
、
小
さ
な
村
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
明
治
元
年(

一
八
六
八)

に
、
こ
の

三
村
が
合
併
し
神
戸
町
と
な
り
ま
し
た
。

「
神
戸
」
以
外
の
地
名
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
元
町
通
の
一
本
南
の
筋

に
建
つ
神
社
は
、
明
治
八
年(

一
八
七
五)

に
八
幡
神
社
を
合
祀
し
た
際
に
、
旧
走
水

村
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
走
水
神
社
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。 

嘉
永
六
年(

一
八
五
三)

ア
メ
リ
カ
の
東

イ
ン
ド
艦
隊
総
司
令
官
ペ
リ
ー
の
来
航
を

機
に
、
長
く
続
い
た
日
本
の
鎖
国
体
制
は

終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
翌
安
政
元
年

(

一
八
五
四)

に
「
日
米
和
親
条
約
」
を
締

結
。
安
政
五
年(

一
八
五
八)

に
徳
川
幕
府

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
調
印
し
た
「
日
米

修
好
通
商
条

約
」
で
、
長
崎
、

神
奈
川
、
新
潟
、

箱
館(

函
館)

と

と
も
に
兵
庫
の

開
港
も
取
り
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
蘭
・

露
・
英
・
仏
の

４
ケ
国
も
同
様

の
修
好
通
商
条

約
を
結
び
ま
す
。

し
か
し
こ
の
条

約
は
、
京
都
に

近
い
港
を
開
放

す
る
こ
と
に
難

色
を
示
し
た
朝

廷
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
兵
庫

と
新
潟
の
開
港
は
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
後
に
幕
府
は
、
欧
州
に
使
節
団
を

派
遣
、
各
国
と
の
交
渉
の
末
、
条
約
励
行

と
関
税
軽
減
を
条
件
に
開
市
開
港
を
一
八

六
三
年
一
月
一
日
よ
り
５
年
間
延
期
す
る

協
定
を
結
び
ま
す
。 

こ
の
頃
に
な
る
と
、
開
港
前
の
兵
庫
沖

に
も
外
国
船
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

嘉
永
七
年(

一
八
五
四)

九
月
、
突
然
ロ
シ

ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が
兵
庫
津
に
進
入
す

る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
当
時

の
人
々
は
、
驚
く
よ
り
も
か
え
っ
て
珍
し

が
り
、
見
物
の
船
を
出
し
て
御
番
所
よ
り

差
し
止
め
ら
れ
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
文
久
元
年(

一
八
六
一)

に
は
、
初

代
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が

船
で
兵
庫
津
に
上
陸
、
薬
仙
寺
の
世
尊
庵

に
宿
泊
し
、
翌
日
兵
庫
津
を
見
て
回
り
ま

し
た
。
彼
は
、
そ
の
時
の
印
象
を
自
著

『
大
君
の
都
』
に
記
し
て
い
ま
す
。 

紆
余
曲
折
を
経
て
、
慶
応
三
年(

一
八

六
七)

五
月
、
開
港
の
勅
許
が
下
り
、
兵

庫
開
港
が
確
定
し
ま
し
た
。
た
だ
、
開
港

場
が
当
初
の
取
り
決
め
で
あ
る
兵
庫
で
は

な
く
、
神
戸
に
変
更
さ
れ
た
理
由
が
わ
か

る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の

状
況
を
考
え
る
と
、
兵
庫
津
近
辺
は
人
家

も
多
く
用
地
の
確
保
が
難
し
い
が
、
神
戸

に
は
土
地
の
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
、
西
国

街
道
の
宿
場
町
で
あ
り
人
馬
の
往
来
も
多

い
兵
庫
で
は
住
民
と
外
国
人
と
の
衝
突
が

避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
と

い
っ
た
推
察
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

慶
応
三
年
十
二
月
七
日(

一
八
六
八
年

一
月
一
日)

神
戸
港
の
開
港
式
は
、
新
し

く
建
設
さ
れ
た
運
上
所(

今
の
税
関)

で
各

国
公
使
と
幕
府
役
人
の
列
席
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
運
上
所
は
、
当
時
と
し
て
は

珍
し
い
洋
館
で
、
窓
ガ
ラ
ス
が
目
立
つ
外

観
か
ら
「
ビ
ー
ド
ロ
の
家
」
と
呼
ば
れ
多

く
の
見
物
客
を
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
海
上
で
は
、
数
日
前
か
ら
神
戸
沖

に
停
泊
し
て
い
た
外
国
軍
艦
十
八
隻
が
正

午
に
合
わ
せ
て
礼
砲
二
十
一
発
を
放
ち
、

街
中
で
は
開
港
を
祝
う
人
々
が
、
当
時
流

行
し
て
い
た
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
を

踊
っ
て
練
り
歩
き
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い

を
呈
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

急
激
な
時
代
の
変
化
の
中
で
、
世
界
に

開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
神
戸
港
。
西
国

街
道
沿
い
の
鄙
び
た
農
・
漁
村
に
す
ぎ
な

か
っ
た
神
戸
は
、
開
港
と
そ
れ
に
伴
う
外

国
人
居
留
地
の
造
成
に
よ
っ
て
、
国
際
貿

易
都
市
と
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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